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　　　　29．El　530588＝：：29日12時44分2．8秒　ミなる。

此様に同じく一ト月ε構しながらも，種々の月があるこεが知られるであらう

伺ほ他に
　　　　　　　　ロ
　恒星月　　27．32166i＝・一・　27H7時43分11．5秒

　近卯月　　27．554550・＝＝　27131833．1

　交二月　　27．212220　・＝　275535．8の如くである。

これ等の詮明は叉後に説く機がある筈である。

　この盈虚の周期をまナこ會黒月ε構へるが，甘塩これは月が太陽ε同じ方向に

居る時には，その背後のみ太陽に照らされて地球からは全く認められない盛合

の時期から段々月がフクらんで満月εなり次には月が反封の側の方ヘヤセて前

S同じ會合の期に達するまでの時間を會皐月ε樗へるのである。

　今こ、で會合εいふ言葉を詳しくお話するこミが是非必要である。師ち太陽

ε月εが同じ方向にあるミいふけれさも，それは制り切つナここεの様でありな

がら決して判り切らないこεである。ミ申すのは，もし太陽月及び地球が玉突

皇上の玉の襟に常に一定の李面上にあるならば問題は簡素であるが，三者は決

して同一の準面上にある澤ではない。それで嚴密にいへば太陽ε月Sが地球か

ら見て同方向にあるεいふこミは三者が一一爾ほ詳しくば三者の中心が一一一

直線になってみるεいふこ言でなければならない。しかしそんな場合は減多に

ないニミで古画へてるるのはそんな場合を言ってみるのではないQそれで三者

の中心が一直線でないεしても同じ方向εいふ言葉が用ゐられないものでは

ない。その揚合には，別に基準こなるべき李面を名指さねばならぬのである。

例へば棚の達磨さんが机上の花瓶ミ同じ方向にあるεいふこεもあるに相違な

い。その際は眼ミ花瓶ε達磨が同一の垂直面内にあるεいふこミである。臥れ

かNつナこZF面を基準Sすれば三者は同一方向ε見倣すこεは出來ぬ。

　實際上月の膝行の軌道郎ち白道は黄道ε細く僅の傾き爲しかしてみないが故

に黄道面を一つの準り慮εして，之に垂直な軍面内に太陽月地球の三者が來た

時を同方向になったε稻へるのである。勿論白道面を基準εしても文句はない

けれ共，然し一般には黄道面を基準に用みてみる。畢寛一つの約束である。（綾く）

　　　　　　　　　　　は　　　が　　　き
　山本一清先生

　先生「天界」力逮てもい、雑誌になりまして嬉しくてNうがありまぜん。試験
前で忙しい時でも「天界」が廻る定譲まないでば居られまぜん。
　先生一つ御願ひがあります。四等星位象で入れ7：手頃の星座早見為作って下さ
い。そして各の星をradioactiveなもので書き入れて下さい。時間；を見る穴の側へ

も其れな塗って頂けば登山者なざもきつS喜んで使ふでぜう。會員が全部買って
も千に出ます◎なるべく安く，しかし正しく且つ意力の確實なのな同好會で作っ
て下さい。叉同じくradiocativeなneedle潜持つ乗小さい磁石を併ぜて作って戴
いずこら登山者なんかに誠に喜ぶでぜう0　　　　1926・1・20　　　丁丁の一會員



80 昨今の多忙な彗星界

，量獄忌詞課魏諸鞭霧膿瓢ご鏑羅鞍結禦三
三与1難肇繋驚讐欝1撫瓢1寸功繍灘
最初で、其の後、1893年、ユ906年に潤現しカ。　近日鮎通過毎に必ず獲見されてるうから・今

今年が第5回出現の筈であるが、近日鮎に6　年もまつ有望ε見て好からう。但し近日黙通

月宋に通過すうだらうが、観測ば年末になろ　過に五月始めであるが、五月になって了へば
程好い。獲見も十月頃になって行はれろであ　地球ミ可なり遠く離れろこecごなるから、登
らう。　　　　　　　　　　　　　　　　　見にむしろ年の始めが好い。此の丈な書いて

ホームス難轍道が図〔撮も近い彗療みる時，ちょうご英國から落手L7・報告によ
して有名であるが、（本誌第一巷第104頁か見

融1観瓢欝瀦終講繍巷古詔2蕊ぞ高肝釜諜
に三見されなかった。だから丁度二十年間溝　　rV・」’ク國ユ〃］tf天丈墓のデ，レポーント氏が

息の無い星である。今年の毘現期に於ける地　　　赤経20h　56皿　　赤緯＋30’ig
球εの距離IVP常に良い叡工言へないが、そ
れでも今までの中で［t最も有望である。夏七　の白鳥座の中に入等級の星雲歌天齢奄養見し

入月頃に匡大望遠鏡で誰かが獲見すろであら　プこt報ぜられ，之れ（1PtDン彗星かも知れな

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　い亡一時疑1工れブこtいふ。なるほこ此の位置

　ジ’ヤコビニ彗星ば1900年の末に初登見さ　itタ〉）ン星の現［tれる位置に近いに相違ない

れ7こ星であるが・1907年にば獲見されす・　が，其の後，も少し確定的の電報が來ない黙

1913年にに登見され、1920年にli嚢見され　から見るt，間違ひであっすこかも知れない。

なかつ‘た。週期ば約六年孚だから交互に獲見　若し溢れが本當tするご，1925年度にに纏計

されろ年亡嚢見されない年zSが來るのに止む　十三箇の彗星が嚢見されずここミEなるが。

存得ない。今1926年は護見される番の年で　　葡雌の外に遙期的でなぜ薪彗星が多く護児

ある。多分10月か11月頃であらう。　　　　されるであらう。（山本）

　　　　本誌第61號第37－40：頁所載

長週期攣光星の目録正誤蓑
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三澤氏の太陽黒黙観測報告正誤表
　1925年5月分（天界第58號所載）訂正
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問 答 欄

注意羅醗三戸藷。願。ます。

質問の部
（32）　四百圓、七百圓s壼千圓ぐらゐで如何

程の望蓮鏡が買へまぜうか？（TO．生）

（33）天文胴亀謝q六五頁に色指数一a＋bm
十CM十d△なる關係が出て居るが此の關係に
如侮にして崩れ’tこのでぜうかQ飴り專門的な

らば是れに關する英働蜀何れにても宜しいか

ら参考書な教示されたい。（北極星）

（34）　The　Mathematical　Theory　o£　Electrici－

ty・nd　M・gnetismの著者でケンブ’，」ヂ及プ）J

ンセストン大江の磨法数學教授J・H・ジP

ンス氏口星雲設で有名なるJ・H・ツーンス氏

t同一人物なりゃ。（北極星）

（35）星の爲眞でよく光の強い星に十字形が

ついて居りますが是れば如何なる理由で出門

ろのでぜうか。而かも十字の向きが一つの爲

眞でに必ず難行であります。（ナーロラ）

（36）銀樫銀緯1エ如何なる便宜があって作ら

れ7：ものか御教示下さい。（オ　一一Pラ）

解答の郵
（23）云下に封物ソンズか軍レンズであるi封

物レンズの望遠鏡だ作る事を計謁して居られ

るのだらうt思ひます。軍レンズで口裡1吋

のものなれば可なりなものが作れますが2吋

以上のものば男望です。色燃差や球面牧差の

高め虹の糠な色が出プこり像がぼけて殆んご使

用に表えまぜん○是非共色潰ソンズ奄要しま

す。色屋なれば素人用ぜして少なくtも3吋
な要します。3吋なれば焦黒占距離匡口径の15

倍45吋ありますe倍i…麹避酎物レンズの潮岬

距離な接眼レンズの焦黒目距離で割ったもので

．すカ“ら適當なものカミ選（こまず。英國製の封牛勿

ソンフごで通常40，80・120或iSl　150が遡當で

す。（中村）

（24）3吋で封物レンズが良好なもので通常

の極限［t　150でありますQ極限以下の接近し

7こ重星な見る時にに300まで封物レンズ次第

で利盆があvjます。正しく光軸が修正され焦

細の干渉像の第一輪が完全なものなれば200
が使えます◎L’　oo　xlいへば数吋の望遠鏡で普

通の夜でも事實上の極限である事？le　EE言下さ

い。アイピースに海外の相當な望遠鏡製作所

なら何麗でも分けてくれます。御希望のもの

iエほs”4分ノー入玉に6ミI」ので間に合ひま

す。ハイゲンスなれば先づ15圓以内で出來
ます。（中村）

（25）米粒組織［it　1吋雫でに存在ば分かりま

ずが明瞭に匡見えまぜん。投影ずるなれば滑

殖fの投影紙を・絶えず動かさ訟ばなvjまぜん0

3吋なら明瞭に見えますが4吋の軍レンズで
ぱ牧差の爲めに認め得ないご思ひます。眼覗

的に直接望蓮鏡内でに見えにくいものですが

墨色子の色によって大攣明瞭な事がありま
す。快晴た・要します。（中村）

（27）　東嶺（トウナァン）ば伊豫國薪屠郡民野

村にあります。新居濱町の翼南，赤石山脈中
の銅山峰の中腹｛こ位して居ります，（133。19’］［

6「’E，33。52’工6t’N）別子銅山のあろtころ

です，氣二心測t11一日三回行って居りますO
（”r．M・）

（28）　温度や雨量だけなら「理科年表」にあ

ります。（T・M・）

（30）　ごく大詔の見當た申しますS、

…圓i

700圓
IDOO

屈折式藍新i

S芳i璽（3吋）

iO　il　（4　il）

II一．i．．T　v（4tte）

屈折式【古】

9糎（3s吋）

13ク（5〃）
15　i」（6　i」）

反射式ζ新】

15糎（6吋）
25　，7　（10　ij　）

　　　　　　舜
反射式沽墨

15糎（6μ寸）

25　i7　（IO　ij　）

3e　ij　（1　・［）　i」　）

但し之れには蓮賃も關既も算入して無いミ見

て下さい。叉、詳しく言へば、ge　lz！1　9、一々

の晶物1：ついて善悪があり、製作者の巧拙も

ありますから、上記の贋格にホンノ大ざっぱ

な見積リブこけです。實際に當って見れば三割

や五割の潜減が在る亡思って下さい。蔓が赤

道儀式ならば上記の約二倍の債格εなりま
す。（山本）
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天　文　同　好　會　々　報

〇十二月例會　昨年＋二月二＋一日午1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1後七時より，例會。當日ば中村要町が退螢後：

始めて出席され7こ會であったので，山本教授…

講演の豫定な攣更：し，中村氏の「反射望遠鏡1

の獲達」奄き、，其の後，山本氏が，中村氏…

の三脚に即して謎罫髄中1・見聞ぜら1
れし大小各種の反射鏡の話をぜられ六〇　　…

0・一一月例會

月十入日午後七時より開かれ，上田理學士がi

「電氣時lfトについて」興味あろ講演奄ぜられl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’電文【こ一つ二つ言白字ヵ“：あるpうであるカ“，

　　　　　　　　纈酬鰍細鞭らかであっ鉢音闇大【こ獅．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　ーカノタメテンモンカイノタメアイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウノイヲ’ヘウス
t・・其の口・大阪より潮貯新案の方位測順いふ穐翻つ’f・Q

驚課員麟参螂大へん【こ有：激の會・職鵬告、

懸灘羅繭鵜識像羅霧ll繋鰻脊1難
1熱灘1熱烈二二国難灘1灘羅lll

絃崎駐穂嶽招ll漉題鍛灘；真毒婦鷺櫻撤撫
市（中匹南瓦町）基督青年會の講演會に臨ま1に止めす有志の人亡共に語り，共に槻冒して

れろ筈。その樹脂地郊阿會員ず・ちlibl等地上蠕耀蜘こしap　5　S云ふのであろ，天

か融合碓され・であらう・詳騨同地墨隈四股鍵倣確締コ・して鰍の
部幹事へ。　　　　　　　　　　　　　　i天端こいふ方面に大いに努力しmpうtいふて

畠譜携叢叢、李欝欝魔鶏箕譲騰潔菊戴
馨凝霜覇熱讃驚麟羅離1謡講瓢綾【1矯難こ声門
京都で開く筈。　　　　　　　　　　　　　’會規に

難燃綴畠鰹で、s
　　やかな然し非常に資しい星の語らひに一

　　夜か替る。集介者九名。

（二）一月九日夜北大厚生集酷悪にて一刀例會

　　た行ふ。雷口の演題及講演者なあぐれば

　○漫談…・・……・………一・・……舟茂宜雄君

　○太陽の形朕及大さ……・・……・白根治一君

フサイココロチーニシテテンモンキヨイ〃
出ソクめンノレニシオカカンジスイシエイ

ニテテンモンコウ．ヲノタメフザ　イチモウ

ソイフツ　ンニハキコ．ウビ　ョウニテエィ

ミンセラ’Vカンジ　ァテチレウデ　ンチコ

ブシプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　意

認識1鰍吟唱1
；　　こビ

…三、事業　右目的の爲毎刀第二週木曜［1午後

1　八八より定期的に會合し、講演、坐談、観

1　三等ななす
1四、會員　本玉の目的か賛蔵する有志者な以
…て會員ミす

　O葺星の尾・…・…・…・……・・＿…来臨勝彦君…ヨ乱倉費　本會経常の費用に充つろ爲會頚に

・地糊くα桝の傳諦島久助六鵬魁謙懸猟善醜
○西岡芳涯氏の御不幸　本部に去る．　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一刀二十二［！下の如き電減秘大池から受け取：七、記鑓　本會に倉計並に事業の爾記錐な留
つナこつ　　　　　　　　　　　　　　　…　む

　　　　　　　　　　　㌫漉∫，嘱・4・ノ妬


